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企画にあたって
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ね ら い

転 位 の 発 見 は 19 世 紀 に M äugge(1) お よ び Ewing と

Rosenhain(2)が塑性変形した金属中にすべり帯を観察したこ

とに端を発する(3)．その後弾性論で転位が取り扱われ，X

線の応用により金属が結晶からなることも明らかになり，

Frenkel が完全結晶に対して理論せん断強度を見積もったの

が1926年であった(4)．当時，理論強度と実験的に得られた

強度に大きな差が認められ，その原因を刃状転位の概念を導

入することで解消したのが Orowan, Polanyi, Taylor の 3 氏

であった．彼らの貢献により転位を介した塑性変形の理論の

基礎が確立された(5)(7)(山口佳次先生のご貢献も忘れてはな

らない(8)．）．

その後もらせん転位や混合転位の存在が明らかにされ，今

日では結晶の塑性変形に留まらず，強化理論(固溶強化，析

出強化，加工強化，集合組織，複合材料等)への応用，双

晶，再結晶発生機構の理解，マルテンサイト変態を含む相変

態挙動との関係，高温変形および高圧ねじり加工等の強化工

による機械的性質変化の解釈まで，転位に関わる理論と実験

は目覚ましい発展を遂げてきた．2000年以降，電子顕微鏡

や後方散乱電子回折，集束イオンビーム等を組み合わせたマ

ルチスケール組織解析が急速に発展し，き裂進展と転位の関

係についても新しい現象が発見され，転位運動の観点からの

解釈が試みられている．コンピューターサイエンスの発展と

ともに結晶塑性モデリングにも転位論が導入され，双晶や再

結晶の組織形成を表現することも可能になってきている．

本特集企画は転位論をベースとした塑性変形の基礎に始ま

り，鉄鋼材料，チタン合金，マグネシウム合金などの工業用

材料や高エントロピー合金などの最先端材料に見られる転位

の役割を最新の解析手法を用いて評価し，その機械的性質等

がどのように理解されているかに焦点をあてている．これら

の新しい知見を参考に，読者の皆さんが新しい発想のもと材

料設計や特性の解釈を更に発展させて頂き，広く材料科学の

発展に貢献することを切に願っている．
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